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『
摂
津
名
所
図
会
』
の
利
用
法

―
大
田
南
畝
の
名
所
見
物
―

中　

尾　

和　

昇

は
じ
め
に

　

手
前
味
噌
で
恐
縮
だ
が
、
二
〇
一
四
年
三
月
、『
大
阪
都
市
遺
産
研
究
叢

書
別
集
5　

名
所
図
会
で
め
ぐ
る
大
阪
―
摂
津
Ⅰ
―
』（
関
西
大
学
大

阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
〈
非
売
品
〉）
を
刊
行
し
た
。
本
書
は
『
摂
津

名
所
図
会
』（
秋
里
籬
島
作
・
竹
原
春
朝
斎
ほ
か
画
、
寛
政
八
・
十
年
﹇
一

七
九
六
・
九
八
﹈
刊
）
の
記
事
を
、「
祭
礼
・
法
会
」「
信
仰
」「
民
俗
行

事
」「
興
行
」「
商
業
」「
産
物
」「
名
勝
」
の
七
種
に
分
類
し
、
抜
粋
・
翻

刻
し
た
も
の
で
、
近
世
大
坂
の
名
所
旧
跡
を
多
角
的
に
捉
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

今
回
、
本
書
を
編
集
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
摂
津
名
所
図
会
』
を
読
み
直

し
て
み
た
が
、
そ
の
圧
倒
的
な
情
報
量
に
、
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
た
。

竹
原
春
朝
斎
・
丹
羽
桃
渓
ら
に
よ
る
美
麗
な
挿
絵
は
勿
論
の
こ
と
、
名
所

旧
跡
に
関
す
る
精
緻
な
考
証
は
、
娯
楽
読
み
物
と
言
っ
て
よ
く
、
旧
来
の

名
所
記
・
道
中
記
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
上
方
で
〈
図

会
も
の
）
1
（

〉
と
呼
ば
れ
る
読
本
が
続
出
す
る
の
も
頷
け
る
。
た
だ
、『
摂
津
名

所
図
会
』
を
含
む
一
連
の
「
名
所
図
会
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
大
本
（
タ
テ
約

27
㎝
、
ヨ
コ
約
19
㎝
）
と
い
う
文
字
通
り
大
型
の
書
物
で
あ
る
た
め
、
携

帯
に
不
向
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、「
名
所
図
会
」

は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
利
用
さ
れ
て
い
た
の
か
。

　

西
野
由
紀
「
先
達
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
―「
名
所
図
会
」
と
旅
人
―
」

（『
国
文
学
論
叢
』
52
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）
は
、
清
河
八
郎
や
萩
原
貞
宅

の
京
都
遊
覧
を
例
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

彼
ら
（
清
河
八
郎
・
萩
原
貞
宅
―
筆
者
注
）
の
利
用
法
と
は
つ
ま
り
、

土
地
に
不
慣
れ
な
場
合
、
ま
ず
「
名
所
図
会
」
に
よ
っ
て
土
地
の
情

報
を
得
、
そ
の
予
備
知
識
を
も
と
に
し
て
現
実
の
京
都
に
遊
ぶ
。
そ
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の
際
の
留
意
点
な
ど
を
「
名
所
図
会
」
の
本
文
の
記
述
や
挿
図
か
ら

心
得
と
し
て
学
び
、
旅
を
実
践
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
机
上
で
予
備
知
識
を
得
る
と
い
う
方
法
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
利
用
に
言
及
し
た
先
行
研
究
は
殊
の
外
少

な
い
。
内
海
寧
子
「
明
和
―
享
和
期
の
大
坂
に
お
け
る
墓
碑
探
訪
と
「
掃

苔
文
化
」」（『
史
泉
』
101
、
二
〇
〇
五
年
一
月
）
が
、
ほ
ぼ
唯
一
の
も
の
と

い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
内
海
氏
は
、
大
田
南
畝
が
在
坂
時
に
『
摂
津
名

所
図
会
』
を
頻
繁
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
、
彼
の
在
坂
日
記
『
蘆
の
若

葉
』
の
記
述
を
も
と
に
分
析
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
指
摘
は
、
日
記

に
「
名
所
図
会
」
な
ど
の
表
記
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、

必
ず
し
も
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
蘆
の
若
葉
』
の
記
事
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と

で
、
南
畝
が
名
所
見
物
の
際
に
、『
摂
津
名
所
図
会
』
を
ど
の
よ
う
に
利
用

し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
名
所
図
会
」
と
い
う
書
物

が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

一
、
大
田
南
畝
と
『
蘆
の
若
葉
』

　

大
田
南
畝
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
江
戸
文
壇
の
重
鎮
で
あ
り
、
今
さ
ら

事
新
し
く
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
寛
政
改
革
後
の
動
向
に
は
注
意
を
払

う
必
要
が
あ
る）

2
（

。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）、
狂
歌
壇
の
中
心
か
ら
退
い
た

南
畝
は
、「
学
問
吟
味
登
科
済
」（
人
材
登
用
試
験
の
こ
と
）
に
首
席
で
合

格
。
同
八
年
（
一
七
九
六
）
に
は
、
支
配
勘
定
（
勘
定
所
で
実
務
を
担
当
す

る
勘
定
奉
行
配
下
の
役
人
）
に
任
用
さ
れ
、
官
版
『
孝
義
録
』
の
編
纂
な

ど
に
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
才
能
が
認
め
ら
れ
た
の
か
、
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
）
に
は
、
銅
座
詰
役
人
と
し
て
、
一
年
間
を
大
坂
で
過
ご
す
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の
日
記
が
、
上
述
し
た
『
蘆
の
若
葉
』
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
同
年
二
月
二
十
七
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
三
月
十
一
日
に
大

坂
に
到
着
す
る
ま
で
の
こ
と
は
、『
改
元
紀
行
』
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。

　

南
畝
の
在
坂
生
活
に
つ
い
て
は
、
飯
倉
洋
一
「
大
田
南
畝
の
在
坂
生
活
」

（
高
田
衛
編
『
論
集
近
世
文
学
5　

秋
成
と
そ
の
時
代
』
勉
誠
出
版
、
一
九

九
四
年
十
二
月
）
に
詳
し
い）

3
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
多
忙
な
公
務）

4
（

の
合
間
を

縫
っ
て
は
、
知
友
と
と
も
に
名
所
を
訪
ね
歩
き
、
詩
酒
交
歓
を
楽
し
ん
で

い
た
と
い
う
。
南
畝
の
知
友
と
は
、
馬
田
昌
調
・
佐
伯
重
甫
・
田
宮
仲
宣

（
盧
橘
庵
）・
常
元
寺
順
宣
律
師
の
四
人）

5
（

に
加
え
て
、
木
村
蒹
葭
堂
や
上
田

秋
成
と
い
っ
た
面
々
で
あ
る
。
と
く
に
、
南
畝
の
役
宅
（
南
本
町
五
丁
目

﹇
通
称
米
屋
町
﹈）
近
く
に
居
を
構
え
て
い
た
昌
調
と
は
昵
懇
の
仲
で
、「
親

類
同
然
」
の
「
心
易
」
い
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う）

6
（

。
た
だ
、
飯
倉
論
文
は

知
友
と
の
交
遊
に
紙
幅
の
大
半
を
費
や
し
て
い
る
た
め
、
名
所
見
物
に
つ

い
て
の
記
述
は
少
な
い
。
ま
た
、
冒
頭
で
挙
げ
た
内
海
論
文
は
、
訪
碑
記
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事
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
名
所
見
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
概
略
を
述

べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
ま
ず
は
『
蘆
の
若
葉
』
の
記
事
を

通
し
て
、
名
所
見
物
の
全
体
像
を
把
握
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
い
。

　

名
所
見
物
の
記
事
を
確
認
す
る
ま
え
に
、『
蘆
の
若
葉
』
の
書
誌
事
項
に

つ
い
て
、『
大
田
南
畝
全
集
』
第
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
四
月
）

「
解
説
」（
揖
斐
高
氏
）
な
ど
を
参
考
に
、
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
本
書

は
南
畝
自
筆
本
の
存
在
が
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
・
無

窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
本
・
東
京
大
学
附
属
図
書
館
本
・
大
阪
市
立
中
央

図
書
館
本
・
関
西
大
学
図
書
館
本
・
肥
田
晧
三
氏
所
持
本
の
六
本
が
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
全
集
の
底
本
と
し
て
使
用
さ
れ
た
宮
内
庁
書
陵

部
本
は
、
原
初
の
形
（
三
冊
﹇
他
本
は
す
べ
て
六
冊
﹈）
を
と
ど
め
、
南
畝

に
よ
る
後
年
の
補
記
が
見
ら
れ
る
善
本
で
あ
る
。
各
冊
の
末
尾
の
記
述
を

も
と
に
、
全
三
冊
の
執
筆
時
期
を
ま
と
め
る
と
、
上
冊
が
享
和
元
年
三
月

二
十
一
日
か
ら
四
月
十
七
日
、
中
冊
が
四
月
末
か
ら
七
月
三
日
、
下
冊
が

七
月
十
日
か
ら
同
二
年
一
月
十
一
日
と
な
る
。
な
お
、
序
文
の
執
筆
日
は

五
月
十
三
日
（
竹
酔
日
）
で
あ
る
。

　

本
書
は
南
畝
の
在
坂
日
記
と
い
わ
れ
る
が
、
公
務
に
関
す
る
記
述）

7
（

は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
名
所
見
物
の
様
子
を
子
細
に
記
し
た
探
訪
日
記
と
い
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。
花
見
・
祭
礼
見
物
・
訪
碑
な
ど
、
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
揖
斐
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
驚
く
ほ
ど
多
く
の
名
所
を
巡
り
歩
い

て
い
る
。
試
み
に
、『
蘆
の
若
葉
』
の
記
事
に
見
ら
れ
る
、
お
も
な
探
訪
地

を
日
付
順
に
並
べ
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る）

8
（

。

○

3
月
21
日 

難
波
御
堂
・
座
摩
社
・
津
村
御
堂
・
御
霊
社

○

3
月
22
日 

道
頓
堀
大
芝
居
・
千
日
寺
・
法
善
寺
・
竹
林
寺
（
法
善

寺
横
）・
自
安
寺
・
瑞
竜
寺

○

3
月
25
日 

上
天
神
（
福
島
）・
野
田
藤
・
妙
徳
寺
・
久
安
寺
・
了
徳

院
・
曾
根
崎
新
地
・
露
天
神
・
法
清
寺
・
神
明
宮
・
大

融
寺

○

3
月
26
日 

真
言
坂
・
桜
本
坊
・
弁
天
社
・
北
向
八
幡
宮
・
生
玉
社
・

月
江
寺
・
四
天
王
寺
・
松
屋（
茶
屋
）・
崇
峻
天
皇
社
・
庚

申
堂
・
一
心
寺
・
茶
臼
山
・
新
清
水
寺
・
浮
瀬
（
酒
楼
）・

勝
鬘
院
・
毘
沙
門
堂
・
家
隆
卿
塚
・
浄
国
寺

○

3
月
28
日 

広
田
社
・
今
宮
社

○

3
月
29
日 

高
津
社
・
円
珠
庵

○

3
月
30
日 

四
ツ
橋
・
和
光
寺
・
竹
林
寺
（
衢
壌
島
）・
茨
住
吉
社
・

波
除
山
・
三
社
宮
・
天
満
宮
御
旅
所

○

4
月
5
日 

天
満
宮
・
興
正
寺
・
川
崎
御
宮
・
母
恩
寺
・
十
五
社
・

鵺
塚
・
桜
宮
・
大
長
寺
・
京
橋
・
神
明
宮

○
4
月
8
日 

孔
雀
茶
屋
・
遊
行
寺
（
芭
蕉
墓
あ
り
）・
合
法
辻
・
四
天

王
寺
・
清
寿
院
（
関
帝
堂
と
も
い
う
）・
土
塔
宮
・
万
代
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池
・
堀
越
社
・
安
井
天
神
・
福
屋
（
茶
屋
）・
音
羽
屋

（
酒
楼
）・
油
煙
斎
貞
柳
墓
・
一
本
亭
芙
蓉
花
碑

○

4
月
11
日 

座
摩
社
・
津
村
御
堂

○

4
月
14
日 
三
津
八
幡
宮
・
難
波
牛
頭
天
王
社
・
月
江
院
・
瑞
竜
寺
・

法
善
寺
（
三
勝
墓
あ
り
）

○

4
月
15
日 

庚
申
堂
・
椎
寺
・
多
門
院
（
薬
店
）

○

4
月
16
日 

国
分
寺
・
正
徳
寺
・
鶴
満
寺
・
源
光
寺

○

4
月
17
日 

川
崎
御
宮

○

4
月
21
日 

森
宮
・
真
田
山
（
仁
徳
天
皇
宮
・
稲
荷
社
あ
り
）・
興
徳

寺
・
大
応
寺
・
心
眼
寺
・
天
然
寺
・
誓
願
寺
（
中
井
甃

庵
墓
・
西
鶴
墓
あ
り
）

○

4
月
26
日 

天
下
茶
屋
（
是
斎
薬
店
あ
り
）・
安
養
寺
・
住
吉
新
家
・

住
吉
社

○

5
月
5
日 

鶯
塚
・
源
立
寺
・
崇
禅
寺
・
江
口
・
柴
島

○

5
月
20
日 

難
波
御
堂

○

5
月
23
日 

安
治
川
・
安
治
川
橋
・
船
番
所

○

5
月
28
日 

奥
天
神
・
大
海
神
社
・
住
吉
社
（
当
日
は
御
田
植
神
事
）

○

6
月
4
日 

御
船
屋
・
澪
標

○

6
月
13
日 

難
波
牛
頭
天
王
社
（
当
日
は
夏
祭
の
夜
宮
）

○

6
月
15
日 

三
津
八
幡
宮
（
当
日
は
夏
祭
）・
三
津
寺

○

6
月
16
日 

難
波
橋
（
当
日
は
御
霊
社
の
夏
祭
の
夜
宮
）

○

6
月
17
日 

御
霊
社
（
当
日
は
夏
祭
）

○

6
月
20
日 

津
村
御
堂

○

6
月
21
日 

上
難
波
仁
徳
天
皇
宮
（
当
日
は
夏
祭
）

○

6
月
22
日 

座
摩
社
（
当
日
は
夏
祭
）

○

6
月
24
日 

難
波
橋
（
当
日
は
天
満
宮
の
夏
祭
の
夜
宮
）

○

6
月
25
日 

大
江
橋
付
近
の
岸
辺
（
当
日
は
天
満
宮
の
夏
祭
）

○

6
月
29
日 

住
吉
新
家
・
住
吉
社
（
当
日
は
住
吉
社
の
夏
越
大
祓
）

○

7
月
7
日 

茶
湯
地
蔵
・
豊
津
稲
生
社
・
仁
徳
天
皇
宮
・
味
原
池
・

産
湯
清
水
・
稲
荷
社
・
姫
古
曾
社
・
岩
船
旧
跡
・
猪
甘

津
橋
・
漁
父
淵
・
茨
葎
大
明
神
・
岡
山
・
舎
利
寺
・
国

分
寺
・
相
坂
清
水

○

8
月
13
日 

東
光
院
・
天
真
庵

○

8
月
15
日 

興
正
寺
・
鍋
島
藩
蔵
屋
敷
（
当
日
は
稲
荷
祭
）

○

9
月
3
日 

大
乗
坊
・
松
虫
塚
・
王
子
社
・
北
畠
顕
家
墓
（
大
名
塚

と
も
い
う
）・
経
塚
・
播
磨
塚
・
万
代
池
・
難
波
屋
（
茶

屋
、
笠
松
あ
り
）・
関
帝
堂
（
亀
林
寺
境
内
）・
住
吉
神

輿
火
替
所
・
妙
国
寺
・
常
楽
寺
・
乳
守
遊
郭
・
酒
楼
（
蓮

如
上
人
筆
の
招
牌
あ
り
）

○

9
月
13
日 

住
吉
社
（
当
日
は
相
撲
会
）・
丸
屋
（
酒
楼
）
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○
9
月
15
日 

四
天
王
寺
（
当
日
は
六
時
堂
念
仏
会
）

○
9
月
25
日 

天
満
宮
（
当
日
は
秋
祭
）

○

9
月
29
日 
是
斎
薬
店
・
閻
魔
地
蔵
尊
・
住
吉
社
（
当
日
は
玉
出
島

御
祓
）

○

10
月
14
日 

食
氏
山
荘
（
春
日
出
新
田
に
あ
り
）

○

10
月
22
日 

五
条
宮
・
寿
法
寺
（
栗
柯
亭
木
端
墓
あ
り
）・
法
住
寺

○

10
月
23
日 

商
家
（
天
満
宮
前
に
あ
り
）・
興
正
寺

○

10
月
25
日 

四
貫
島
（
観
音
堂
・
住
吉
社
あ
り
）・
西
光
寺
・
宝
泉
寺

○

12
月
5
日 

四
天
王
寺
（
落
雷
に
よ
り
焼
失
）

○

12
月
23
日 

広
教
寺
・
博
労
淵

　

ま
さ
に
、
東
奔
西
走
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ

る
が
、
こ
こ
か
ら
窺
え
る
特
徴
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず

一
つ
は
、
時
期
に
よ
っ
て
回
数
や
目
的
が
異
な
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
赴

任
し
て
間
も
な
い
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
連
日
の
よ
う
に
名
所
を

訪
れ
て
い
る
が
、
多
忙
な
公
務
ゆ
え
か
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て

は
極
端
に
回
数
が
減
る
。
六
月
は
夏
祭
り
の
時
期
と
い
う
こ
と
で
、
各
社

の
祭
礼
に
出
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
六
月
以
降
に
な
る
と
、
飯
倉
論
文
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
単
な
る
名
所
見
物
と
い
う
よ
り
は
、
知
友
と
の
交
遊

が
主
た
る
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
食
氏
の
山
荘
を
訪
れ
た
十
月
十
四
日
は
、

そ
の
典
型
例
と
い
え
る
。
二
つ
め
は
、
日
に
よ
っ
て
巡
覧
す
る
地
域
を
限

定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
月
二
十
五
日
の
場
合
、
福
島
・
野

田
・
曾
根
崎
と
い
っ
た
近
接
し
た
地
域
を
中
心
に
行
動
し
て
い
る
。
三
月

三
十
日
や
四
月
八
日
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
多
く

の
名
所
を
巡
覧
す
る
南
畝
が
、
相
当
な
健
脚
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
名
所
見
物
の
全
体
像
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
次
章

以
降
、『
蘆
の
若
葉
』
の
具
体
的
な
記
述
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

二
、
名
所
案
内
記
類
の
利
用

　

従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に）

9
（

、
南
畝
は
『
蘆
の
若
葉
』
を
執
筆
す
る

に
際
し
て
、『
摂
津
名
所
図
会
』
を
ふ
く
む
さ
ま
ざ
ま
な
名
所
案
内
記
類
を

参
照
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
内
海
論
文
が
頻
度
順
の
リ
ス
ト
化
を
試
み

て
お
り
、
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
引

用
書
目
を
並
べ
る
と
、『
摂
津
名
所
図
会
』『
摂
陽
群
談
』『
難
波
丸
』『
畿

内
治
河
記
』『
難
波
鑑
』『
浪
花
の
梅
』『
泉
州
志
』『
堺
鑑
』『
み
を
つ
く

し
』
の
九
点
と
な
る
。
だ
が
、
こ
の
リ
ス
ト
は
、
本
文
に
書
名
が
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
実
際
の
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
見
た

場
合
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
南

畝
が
利
用
し
た
名
所
案
内
記
類
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
本
稿

の
主
た
る
考
察
対
象
で
あ
る
『
摂
津
名
所
図
会
』
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
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は
、
次
章
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

　

は
じ
め
に
、『
摂
津
名
所
図
会
』
に
次
い
で
引
用
頻
度
の
高
い
、
摂
津
国

の
地
誌
『
摂
陽
群
談
』（
岡
田
徯
志
著
、
元
禄
十
四
年
﹇
一
七
〇
一
﹈
刊
）

に
つ
い
て
見
て
い
く
。
内
海
論
文
の
リ
ス
ト
が
示
す
よ
う
に
、「
摂
陽
群

談
」
と
い
う
表
記
は
計
六
回
登
場
す
る
。
例
え
ば
、
三
月
二
十
五
日
に
訪

れ
た
野
田
藤
の
記
述
の
最
後
に
、「
摂
陽
群
談
ニ
真
入
庵
ト
ア
リ）
10
（

」
と
あ
る

の
は
、『
摂
陽
群
談
』
巻
第
十
七
・
雑
類
「
野
田
藤
」
項
の
「
同
郡
（
西
成

郡
―
筆
者
注
）
野
田
村
真
入
庵
に
あ
り）

11
（

」
と
い
う
記
述
を
ふ
ま
え
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
四
月
二
十
一
日
に
真
田
山
を
訪
れ
た
際
に
は
、

こ
ゝ
は
慶
長
・
元
和
の
古
戦
場
に
し
て
、
摂
陽
群
談
に
も
、
真
田
古

城
東
生
郡
小
橋
村
ノ
地
ニ
ア
リ
。
慶
長
・
元
和
年
中
、
真
田
左
衛
門

在
陣
之
所
也
。
越
前
出
張
古
城
、
同
郡
同
所
玉
造
ノ
南
ニ
ア
リ
。
慶

長
・
元
和
中
、
伊
達
羽
柴
越
前
守
大
崎
少
将
正
宗
在
陣
ノ
所
ナ
リ
。

加
賀
出
張
古
城
、
同
郡
同
所
ノ
地
ニ
ア
リ
。
慶
長
・
元
和
年
中
、
加

賀
大
納
言
菅
原
利
家
卿
在
陣
之
所
云
々
、
な
ど
か
け
る
は
此
わ
た
り

な
る
べ
し
。

と
あ
る
が
、
傍
線
を
付
し
た
箇
所
は
、『
摂
陽
群
談
』
巻
第
九
・
城
郭
部
の

「
真
田
古
城
」「
越
前
出
張
古
城
」「
加
賀
出
張
古
城
」
項
を
丸
取
り
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
摂
陽
群
談
』
の
利
用
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、「
摂
陽
群
談
」
と
い
う
表
記
が
な
く
て
も
、
本
書
を
利
用
し
て
い
る

形
跡
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
月
二
十
一
日
に

難
波
御
堂
を
訪
れ
た
と
き
の
記
述
に
、「
慶
長
年
中
、
親
鸞
上
人
十
一
世
顕

如
上
人
の
法
孫
、
教
如
上
人
の
草
創
な
り
と
ぞ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
摂

陽
群
談
』
巻
第
十
二
・
寺
院
の
部
「
難
波
御
堂
」
項
の
「
後
陽
成
天
皇
御

宇
、
慶
長
年
中
の
草
創
。
東
本
願
寺
御
堂
也
。
宗
門
開
山
親
鸞
聖
人
十
一

世
顕
如
上
人
の
法
孫
、
教
如
上
人
の
開
闢
た
り
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。『
摂
津
名
所
図
会
』
に
も
開
創
の
記
述
は
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど

の
一
致
は
見
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
日
に
訪
れ
た
津
村
御
堂
・
御

霊
社
の
記
述
に
つ
い
て
も
、『
摂
陽
群
談
』
の
利
用
が
確
認
で
き
た
が
、
紙

幅
の
都
合
上
省
略
す
る
。

　

つ
ぎ
に
『
難
波
丸
綱
目
』（
志
田
垣
与
助
著
、
延
享
五
年
﹇
一
七
四
八
﹈

刊
）。『
蘆
の
若
葉
』
で
は
、
一
貫
し
て
「
難
波
丸
」
と
の
表
記
が
見
ら
れ

る
が
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
刊
の
地
誌
『
摂
州
難
波
丸
』
の
内
容
を

増
補
し
た
も
の
で
、
正
確
に
は
『
改
正

増
補
難
波
丸
綱
目
』
と
呼
ば
れ
る）

12
（

。『
蘆

の
若
葉
』
に
本
書
の
利
用
が
見
ら
れ
る
の
は
、
九
月
三
日
に
阿
倍
野
・
住

吉
・
堺
を
訪
れ
た
時
の
み
で
、
管
見
の
限
り
で
は
、
当
該
箇
所
以
外
に
確

認
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
松
虫
塚
の
記
述
に
「
難
波
丸
に
は
、
古
今
の
序

に
、
松
虫
の
音
に
友
を
し
の
び
て
と
い
へ
る
こ
と
ば
を
故
事
に
と
り
な
し
、

此
野
辺
の
事
に
作
れ
る
謡
あ
る
に
よ
り
、
近
き
世
の
人
い
ひ
な
ら
は
せ
る
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な
る
べ
し
と
な
り
」
と
あ
る
の
は
、『
難
波
丸
綱
目
』
第
五
冊
「
松
虫
塚
」

項
の
記
事
を
丸
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
大
名
塚
・
播
磨
塚
・
妙

国
寺
の
記
事
も
、「
難
波
に
み
え
た
り
」「
難
波
丸
に
は
」「
難
波
丸
に
は
し

る
せ
り
」
と
あ
り
、
同
様
の
方
法
を
と
る
。

　
『
畿
内
治
河
記
』（
新
井
白
石
著
）
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
河

村
瑞
賢
が
行
っ
た
、
安
治
川
開
削
工
事
の
功
績
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
月
三
十
日
、
波
除
山
を
訪
れ
た
南
畝
は
、
安
治
川
に
つ
い
て
「
貞
享
年

中
、
河
村
瑞
賢
な
る
も
の
新
川
を
ほ
り
て
安
治
川
と
名
付
、
土
砂
を
あ
つ

め
て
山
と
な
し
、
川
口
を
た
す
く
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
自
体
は
、

『
摂
津
名
所
図
会
』
巻
四
「
安
治
川
」「
瑞
見
山
」
項
に
拠
っ
て
い
る）

13
（

も
の

の
、
そ
の
直
後
に
「
く
は
し
く
は
畿
内
治
河
記
に
み
え
た
り
」
と
あ
る
の

で
、
同
書
の
記
述
も
意
識
し
て
い
た
。
そ
の
日
の
夜
、
南
畝
は
『
畿
内
治

川
記
』
を
読
ん
で
確
認
し
（「
此
夜
、
畿
内
治
河
記
を
よ
む
事
一
過
」）、
お

よ
そ
二
ヶ
月
後
の
五
月
二
十
三
日
、
再
び
安
治
川
を
訪
れ
た
と
き
に
は
、

「
畿
内
治
河
記
に
、
貞
享

甲
子
二
月
十
一
日
、
先
於
二
九
条
島
一
起
レ
役
、
直
鑿
二
島

中
一
以
開
二
一
道
新
河
一
、
自
二
九
条
一
及
二
福
島
一
、
袤
約
一
千
丈
広
三
十
余

丈
、
使
三
河
流
直
達
二
于
海
一
、
此
昔
治
レ
水
始
二
於
冀
一
之
遺
意
也
と
い

へ
る
は
此
所
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
南
畝
は
「
三
千0

余
丈）

14
（

」

と
あ
る
べ
き
所
を
「
三
十0

余
丈
」
と
誤
写
し
て
い
る
（
傍
点
筆
者
）。

　
『
難
波
鑑
』（
一
無
軒
道
冶
著
、
延
宝
八
年
﹇
一
六
八
〇
﹈
刊
）
は
、
元

旦
か
ら
大
晦
日
に
い
た
る
大
坂
の
年
中
行
事
を
記
し
た
地
誌
で
あ
る
。
本

書
の
利
用
は
、
三
月
二
十
一
日
の
法
善
寺
、
六
月
十
三
日
の
難
波
牛
頭
天

王
社
の
記
事
に
見
ら
れ
る
。
法
善
寺
の
記
事
「
難
波
鑑
云
、
抑
此
法
善
寺

と
申
せ
し
は
、
寛
永
年
中
の
比
ほ
ひ
よ
り
千
日
の
念
仏
を
と
り
た
て
し
よ

り
、
人
こ
ぞ
り
て
千
日
寺
と
い
へ
り
」
は
、『
難
波
鑑
』
第
四
「
法
善
寺
墓

参
」
項
か
ら
、
難
波
牛
頭
天
王
社
の
記
事
「
難
波
鑑
に
云
、
六
月
十
四
日
、

難
波
の
宮
に
ま
う
で
ゝ
御
湯
ま
い
ら
す
る
ば
か
り
に
て
、
神
輿
は
ま
つ
ら

ず
。
む
か
し
は
平
野
明
神
を
上
の
宮
と
い
ひ
、
当
社
を
ば
下
の
宮
と
い
ひ

て
、
さ
か
へ
給
ひ
し
時
は
神
輿
を
出
し
祭
り
け
る
よ
し
。
今
は
神
さ
び
て
、

そ
の
さ
た
も
な
し
云
々
」
は
、
同
書
第
三
「
牛
頭
天
皇
祭
」
項
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
引
用
し
て
い
る
。
南
畝
は
、
座
摩
社
や
天
満
宮
の
夏
祭
り
に
も
足

を
運
ん
で
い
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、『
難
波
鑑
』
を
利
用
し
た
形
跡
は

認
め
ら
れ
な
い
。

　
『
浪
花
の
梅
』（
白
縁
斎
梅
好
著
・
玉
縁
斎
寿
好
画
、
寛
政
十
二
年
﹇
一

八
〇
〇
﹈
刊
）
は
、
大
坂
の
名
所
・
名
物
を
紹
介
し
た
狂
歌
絵
本
で
あ
る
。

本
書
の
利
用
は
、
五
月
二
十
八
日
に
大
海
神
社
を
訪
れ
た
際
の
記
述
「
ち

い
さ
き
溝
の
は
し
を
す
ぎ
て
門
に
い
れ
ば
、
大
海
神
の
社
あ
り
。
此
社
に

古
き
手
水
鉢
あ
り
。
慶
安
年
中
の
物
な
ら
ん
と
、
浪
花
の
梅
と
い
へ
る
ふ

み
に
し
る
せ
し
ゆ
へ
に
、
い
づ
く
な
ら
ん
と
み
る
に
、
社
の
右
の
か
た
に

あ
り
」
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、『
浪
花
の
梅
』
三
之
巻
・
七
十
の
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「
同
（
住
吉
―
筆
者
注
）
大
海
神
御
社
内
の
手
水
鉢
は
、
慶
安
年
中
の
作

な
り
。
凡
百
五
十
余
年
に
な
る
古
石
な
り
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
同
書
に
「
慶
安
年
中
の
作
」
と
記
さ
れ
る
の
で
、
南
畝
は
刻
銘
を

調
べ
て
み
た
も
の
の
、
年
代
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

（「
年
号
さ
だ
か
な
ら
ず
」
と
あ
る
）。

　

泉
州
・
堺
の
地
誌
『
泉
州
志
』（
石
橋
直
之
著
、
元
禄
十
三
年
﹇
一
七
〇

〇
﹈
刊
）
お
よ
び
『
堺
鑑
』（
衣
笠
一
閑
著
、
貞
享
元
年
﹇
一
六
八
四
﹈
刊
）

に
つ
い
て
は
、
九
月
三
日
の
妙
国
寺
三
重
塔
の
「
か
ゝ
る
見
も
の
な
る
を
、

泉
州
志
・
堺
鑑
は
た
難
波
丸
・
名
所
図
会
な
ど
い
へ
る
も
の
に
書
の
こ
せ

る
ぞ
う
ら
み
な
る
」
と
い
う
記
述
か
ら
窺
え
る
が
、
南
畝
自
身
「
う
ら
み

な
る
」
と
嘆
じ
て
い
る
よ
う
に
、
両
書
に
三
重
塔
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

　
『
み
を
つ
く
し
』（
浪
華
散
人
著
、
宝
暦
七
年
﹇
一
七
五
七
﹈
刊）
15
（

）
は
大

坂
新
町
の
案
内
記
で
、
三
月
二
十
六
日
に
浄
国
寺
墓
地
内
に
あ
る
夕
霧
墓

を
訪
れ
た
際
の
記
述
に
、
同
書
の
利
用
が
確
認
で
き
る
。
少
し
長
く
な
る

が
、
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

こ
れ
は
寛
文
十
二
年
、
都
柳
町
よ
り
此
地
に
下
り
て
扇
屋
四
郎
兵
衛
が
抱

に
て
と
も
に
下
れ
る
時

め
き
け
る
遊
女
な
り
。
①
此
地
の
太
夫
な
る
も
の
二
人
禿
は
つ
れ
た

れ
ど
も
、
引
船
女
郎
を
つ
る
ゝ
事
な
し
。
此
夕
霧
よ
り
引
舟
女
郎
を

一
人
づ
ゝ
つ
れ
し
と
ぞ
。
②
延
宝
五
年
の
秋
の
比
よ
り
病
に
ふ
し
て
、

翌
年
の
春
死
せ
し
と
い
ふ
。
③
藤
屋
伊
左
衛
門
扇
屋
夕
霧
阿
波
鳴
戸

と
い
ふ
浄
瑠
璃
あ
り
。
此
伊
左
衛
門
と
い
ふ
事
、
あ
と
か
た
も
な
き

つ
く
り
事
也
。
④
此
浄
瑠
璃
に
阿
波
大
臣
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
そ
の

比
の
大
尽
に
大
坂
阿
波
屋
何
某
と
い
ふ
も
の
夕
霧
に
ふ
か
く
な
じ
み
、

病
の
中
に
も
よ
そ
な
が
ら
世
話
せ
し
と
ぞ
。
九
軒
町
揚
屋
吉
田
屋
喜

左
衛
門
が
客
な
り
。
⑤
其
比
か
ぶ
き
芝
居
に
、
坂
田
藤
十
郎
、
同
年

二
月
三
日
よ
り
夕
霧
名
残
の
正
月
と
い
ふ
名
題
に
て
、
藤
十
郎
伊
左

衛
門
に
て
、
け
い
せ
い
買
の
狂
言
大
に
は
や
り
け
り
。
⑥
宝
永
六
年

藤
十
郎
死
す
る
ま
で
、
夕
霧
の
狂
言
十
八
度
ま
で
こ
と
〴
〵
し
く
は

や
り
し
と
な
ん
。

つ
ぎ
に
、
傍
線
を
付
し
た
箇
所
に
対
応
す
る
『
み
を
つ
く
し
』
の
該
当
箇

所
（「
夕
霧
の
事
并
引
舟
初
発
」）
を
抜
き
出
し
て
み
る
。

　

①
当
津
の
太
夫
職
、
二
人
禿
は
つ
れ
た
れ
ど
も
、
引
船
女
郎
を
連
た
る

事
な
し
。
此
夕
霧
よ
り
引
舟
女
良
を
一
人
宛づ
ゝ

連
る
、
是
は
じ
め
な
り
。

　

②
延
宝
五
年
の
秋
の
比
よ
り
病
気
に
て
…
翌
延
宝
六
午む

ま
の

年
正
月
六
日
と

い
へ
る
に
病

や
ま
い
の

床ゆ
か

に
死
す
。

　

③「
藤
屋
伊
左
衛
門

扇
屋
夕
霧　

阿
波
鳴
戸
」
と
い
へ
る
音
曲
の
作
り
物
有
。
此
伊
左
衛
門

と
い
ふ
事
、
跡
か
た
も
な
き
事
也
。

　

④
此
趣
向
の
内
に
阿
波
の
大
臣
と
い
へ
る
こ
と
有
。
…
其
比
の
大
臣
に

大
坂
阿
波
屋
某
な
に
が
しと

て
、
大
分
限
の
人
あ
り
。
此
夕
霧
に
ふ
か
く
馴

染
、
病
中
も
殊
の
外
深
切
な
る
世
話
を
よ
そ
な
が
ら
し
て
、
死
た
る
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と
聞
よ
り
、
な
を
〳
〵
厚
恩
を
か
け
け
る
と
ぞ
。
則
九
軒
町
揚
屋
吉

田
屋
喜
左
衛
門
方
の
客
な
り
し
よ
し
。

　

⑤
其
比
、
か
ぶ
き
芝
居
の
立
役
元
祖
坂
田
藤
十
郎
、
同
年
二
月
三
日
よ

り
、
夕
霧
名
残
の
正
月
と
云
外
題
に
て
、
則
藤
屋
伊
左
衛
門
に
藤
十

郎
な
り
て
、
け
い
せ
い
買
の
狂
言
に
て
、
大
に
は
や
り
け
り
。

　

⑥
延
宝
六
午
年
よ
り
、
坂
田
藤
十
郎
死
去
せ
し
宝
永
六
丑
年
迄
、
夕
霧

狂
言
を
十
八
度
出
せ
り
。
こ
と
〳
〵
く
大
当
り
に
て
あ
り
し
と
ぞ
。

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
該
等
箇
所
の
記
述
は
、『
み
を
つ
く
し
』
の
文

章
を
切
り
取
り
、
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
し
た
夕
霧
の

記
事
の
少
し
前
に
、「
浄
国
寺
と
い
ふ
寺
に
遊
女
夕
霧
が
墓
あ
り
と
い
ふ

事
、
か
ね
て
き
ゝ
つ
れ
ば
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
書
の
「
法
名
花
岳
芳

信
女
と
号が

う
し、

今
に
浄
国
寺
に
件
の
石
塔
あ
り
て
、
扇
屋
一
統
絶
ず
年
回
を

執
行
す
る
也
」
と
の
記
述
を
ふ
ま
え
て
お
り
、
南
畝
が
こ
こ
か
ら
情
報
を

得
て
、
浄
国
寺
を
訪
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
名
所
案
内
記
類
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、『
摂

陽
群
談
』
の
利
用
例
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
書
名
を
明
記
し
な
い
場
合
が
ほ

か
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
九
月
三
日
に
安
立
町
の
難
波
屋
を
訪
れ
た
際
、
名

物
の
笠
松
に
つ
い
て
「
元
文
三
年
、
此
松
の
か
た
を
梓
に
ち
り
ば
め
し
に
、

松
の
た
か
さ
一
丈
、
東
西
十
五
間
半
、
南
北
拾
八
間
斗
と
し
る
せ
り
」
と

記
す
が
、
こ
れ
は
笠
松
を
描
い
た
一
枚
摺
「
住
吉
難
波
屋
松
の
図
」【
図
1
】）
16
（

【図 1】「住吉難波屋松の図」
 （関西大学図書館蔵）
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の
記
述
「
松
高
サ
一
丈
、
東
西
拾
五
間
半
、
南
北
拾
八
間
計
リ
」
を
引
用
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
日
に
妙
国
寺
の
蘇
鉄
を
見
物
し
た
際
に
も
、

「
一
根
に
し
て
地
上
に
出
る
事
二
十
三
本
、
大
な
る
枝
三
十
九
本
、
小
な
る

は0

十
八
本
、
わ
た
り
東
西
三
丈
九
尺
と
な
ん
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
蘇
鉄

を
大
き
く
描
い
た
一
枚
摺
「
摂
泉
堺
広
普
山
妙
国
寺
蘇
鉄
の
図
」【
図
2
】）

17
（

の
記
述
「
一
ト
根
に
し
て
地
上
出
る
事
、
大
小
廿
三
本
、
大
枝
三
十
九
本
、

小
枝
八0

十
八
本
…
わ
た
り
東
西
四
丈
弐
尺
」
を
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
傍
点
部
分
は
単
な
る
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
傍

線
で
示
し
た
よ
う
に
、
東
西
の
長
さ
が
異
な
る
の
で
、
南
畝
が
実
際
に
見

た
の
は
、
こ
れ
よ
り
も
前
に
摺
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
う
い
っ
た
例
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
指

摘
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

三
、『
摂
津
名
所
図
会
』
の
利
用
法

　

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
南
畝
は
『
蘆
の
若
葉
』
の
記
述
に
お
い
て
、

『
摂
陽
群
談
』
や
『
難
波
丸
綱
目
』
と
い
っ
た
名
所
案
内
記
類
や
、
名
木
を

描
い
た
一
枚
摺
な
ど
を
多
く
利
用
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
『
摂
津
名
所

図
会
』
の
利
用
頻
度
は
他
を
圧
倒
し
て
い
る
。
以
下
、『
蘆
の
若
葉
』
に
お

け
る
『
摂
津
名
所
図
会
』
の
利
用
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

【図 2】「摂泉堺広普山妙国寺蘇鉄の図」
 （関西大学図書館蔵）
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は
じ
め
に
、「
名
所
図
会
」
と
の
表
記
が
見
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
考
え

る
。
例
え
ば
、
四
月
二
十
六
日
に
住
吉
社
を
訪
れ
た
と
き
の
記
述
に
、「
う

し
ろ
に
さ
の
ぬ
し
の
社
あ
り
。
大
き
な
る
杉
の
木
の
か
れ
た
る
は
、
近
き

比
寛
政
三
年
の
八
月
廿
日
の
暴
風
に
折
れ
し
神
木
也
と
ぞ
。
こ
ゝ
を
高
天

原
と
い
ふ
よ
し
、
名
所
図
会
に
は
し
る
せ
り
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
摂

津
名
所
図
会
』
巻
一
「
五
所
前
」
項
の
「
…
こ
ゝ
を
高
天
原
と
も
い
ふ
。

…
此
地
に
年
古
り
し
椙
樹
の
大
木
あ
り
。
近
年
寛
政
三
年
亥
八
月
二
十
日

暴
風
に
吹
き
倒
さ
れ
て
、
今
纔
に
朽
株
残
れ
り
」
と
の
記
述
を
ふ
ま
え
た

も
の
で
あ
る
。
同
様
の
例
は
多
い
が
、
な
か
に
は
注
意
が
必
要
な
部
分
も

あ
る
。
例
え
ば
、
先
ほ
ど
も
挙
げ
た
九
月
三
日
の
妙
国
寺
三
重
塔
の
記
述

に
「
泉
州
志
・
堺
鑑
は
た
難
波
丸
・
名
所
図
会
な
ど
い
へ
る
も
の
に
書
の

こ
せ
る
ぞ
う
ら
み
な
る
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
名
所
図
会
」
は
『
和

泉
名
所
図
会
』
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
『
和
泉
名
所
図

会
』
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
三
重
塔
の
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
（
挿
絵

の
み
）。

　

ま
た
、『
摂
津
名
所
図
会
』
を
用
い
て
名
所
考
証
を
行
っ
て
い
る
部
分
も

あ
る
。
例
え
ば
、
四
月
十
四
日
に
難
波
牛
頭
天
皇
社
を
訪
れ
た
際
に
は
、

「
末
社
多
く
、
中
に
祇
園

三
社
頗
梨
釆
女
社
、
疱
瘡
守
護
神
あ
り
。
名
所
図
会
に

采ウ
ネ

女メ

社
と
あ
る
は
誤
り
な
り
」
と
述
べ
、『
摂
津
名
所
図
会
』
巻
三
「
難
波

牛
頭
天
皇
社
」
項
の
「
末
社
、
八
王
子
祠
・
稲
荷
・
霊
符
神
・
天
満
宮
・

歓
喜
天
・
采う

ね
め
の
み
や

女
宮
あ
り
」
と
い
う
記
述
の
誤
り
（
頗
梨
釆
女
﹇
は
り
さ
い

じ
ょ
﹈
と
采
女
﹇
う
ね
め
﹈
を
混
同
し
て
い
る
）
を
指
摘
し
て
い
る
。
同

様
の
例
は
、
三
月
二
十
三
日
の
瑞
竜
寺
の
記
事
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

他
の
名
所
案
内
記
類
を
ふ
く
め
て
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
考
証
を
行
っ
て

い
る
箇
所
が
、
九
月
三
日
に
阿
部
野
の
塚
群
を
訪
れ
た
際
の
記
事
か
ら
窺

え
る
。
例
と
し
て
、
先
ほ
ど
も
挙
げ
た
松
虫
塚
の
記
事
を
示
す
。

右
の
か
た
の
田
圃
の
中
に
、
一
も
と
の
松
あ
り
。
松
虫
塚
と
い
へ
る

碑
を
た
つ
。
道
の
入
口
に
清
円
と
い
へ
る
字
を
刻
め
る
碑
あ
る
は
、

此
碑
た
て
し
人
の
名
な
る
べ
し
。
此
塚
の
事
さ
だ
か
な
ら
ず
。
難
波

丸
に
は
、
古
今
の
序
に
、
松
虫
の
音
に
友
を
し
の
び
て
と
い
へ
る
こ

と
ば
を
故
事
に
と
り
な
し
、
此
野
辺
の
事
に
作
れ
る
謡
あ
る
に
よ
り
、

近
き
世
の
人
い
ひ
な
ら
は
せ
る
な
る
べ
し
と
な
り
。
摂
陽
群
談
に
は
、

所
伝
に
云
、
古
あ
る
人
二
人
伴
ひ
て
此
野
を
す
ぐ
。
折
ふ
し
秋
も
半

に
て
、
月
さ
や
か
な
る
に
、
松
虫
の
こ
へ
お
も
し
ろ
き
方
を
慕
ふ
。

一
人
は
跡
に
の
こ
り
て
草
の
筵
に
ふ
し
ぬ
。
暫
の
間
も
な
か
へ
り
来

ざ
り
け
れ
ば
、
又
一
人
も
跡
を
た
づ
ね
て
こ
ゝ
に
来
り
見
れ
ば
、
草

に
ふ
し
て
死
し
ぬ
。
な
く
〳
〵
土
中
に
う
づ
み
て
、
松
虫
塚
と
名
づ

け
て
世
に
伝
ふ
と
い
へ
り
。
松
虫
の
音
に
よ
る
事
、
古
今
集
の
序
に

た
よ
り
て
謡
に
作
た
る
に
よ
る
歟
と
あ
り
。
近
比
の
名
所
図
会
に
は
、

む
か
し
の
官
女
の
塚
な
る
べ
し
と
い
へ
り
。
い
づ
れ
に
も
よ
し
有
事
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な
る
べ
し
。

南
畝
は
、
松
虫
塚
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
、『
摂
陽
群
談
』『
難
波
丸
綱
目
』

『
摂
津
名
所
図
会
』
の
三
書
か
ら
見
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
を
掲
げ
て
い

る
。
た
だ
、
傍
線
で
示
し
た
最
後
の
部
分
に
「
い
づ
れ
に
も
よ
し
有
事
な

る
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
結
論
は
出
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、『
蘆
の
若
葉
』
の
記
事
に
は
、「
名
勝
図
会
」
と
表
記
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
。
一
見
す
る
と
『
住
吉
名
勝
図
会
』（
秋
里
籬
島
著
・
岡
田

玉
山
画
、
寛
政
六
年
﹇
一
七
九
四
﹈
刊
）
が
想
起
さ
れ
る
が
、
記
述
内
容

か
ら
考
え
て
、
こ
れ
も
『
摂
津
名
所
図
会
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
月
二
十
八
日
に
今
宮
村
を
訪
れ
た
際
の
記
述
に
、

「
此
今
宮
村
に
朝
役
神
役
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
名
勝
図
会
に
委
し
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
『
摂
津
名
所
図
会
』
巻
三
「
広
田
社
」
項
の
「
此
今
宮
邑
に

朝
役
神
役
と
い
ふ
事
あ
り
。
い
に
し
へ
よ
り
今
に
至
る
迄
、
怠
慢
な
く
毎

歳
正
月
御
厨
子
所
の
挙
に
よ
つ
て
、
大
内
へ
鮮な
ま
だ
ひ鯛

二
尾
調
貢
す
…
」
に
よ

る
。
九
月
十
五
日
の
四
天
王
寺
六
時
堂
念
仏
会
、
同
月
二
十
九
日
の
住
吉

祭
の
記
事
も
同
様
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
先
ほ
ど
の
『
摂
陽
群
談
』
と
同
様
、「
名
所
（
勝
）
図
会
」
の

表
記
が
見
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
今
回
、『
蘆
の
若
葉
』
と
『
摂
津
名
所

図
会
』
の
記
述
を
詳
し
く
比
較
し
た
と
こ
ろ
、「
名
所
（
勝
）
図
会
」
と
い

う
表
記
が
な
く
と
も
、『
摂
津
名
所
図
会
』
を
利
用
し
て
い
る
箇
所
の
ほ
う

が
、
む
し
ろ
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
え
ば
、
三
月
二
十
六
日
の
北
向

八
幡
宮
の
記
事
に
、「
生
玉
の
社
司
松
下
氏
守
護
す
。
慶
長
年
中
に
勧
請
せ

り
。
城
中
の
諸
士
此
所
に
て
弓
馬
を
学
ぶ
。
今
五
月
五
日
の
流
鏑
馬
は
此

遺
風
な
り
と
い
ふ
」
と
あ
る
の
は
、『
摂
津
名
所
図
会
』
巻
三
「
北
向
八
幡

宮
」
項
の
「
生
玉
の
社
司
松
下
氏
守
護
す
。
勧
請
の
初
め
は
、
慶
長
年
中
、

城
中
の
諸
士
、
此
地
に
於
て
射
御
の
稽
古
場
に
よ
つ
て
、
八
幡
宮
を
勧
請

し
け
る
な
り
。
今
五
月
五
日
の
流
鏑
馬
は
、
此
遺
風
な
り
」
と
の
記
述
に

よ
る
。
同
日
の
生
玉
神
社
の
記
事
に
「
末
社
北
の
方
、
天
照
皇
太
神
宮
・

豊
受
皇
太
神
宮
・
大
己
貴
命
・
事
代
主
命
・
少
彦
名
命
、
南
の
方
、
八
幡

宮
・
住
吉
社
・
厳
島
社
・
金
毘
羅
権
現
な
り
。
本
地
堂
・
大
師
堂
・
太
子

堂
・
聖
天
の
社
あ
り
。
南
坊
を
志
宜
山
法
案
寺
と
い
ふ
。
社
頭
の
北
に
あ

り
と
ぞ
」
と
あ
る
の
も
、
巻
三
「
難
波
坐
生
国
国
魂
神
社
」
項
に
見
ら
れ

る
、
以
下
の
記
述
の
傍
線
部
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

末
社　
　

北
の
方
、
天
照
皇
太
神
宮
・
豊
受
皇
太
神
宮
・
大
己
貴
命
・

事
代
主
命
・
少
彦
名
命
、
南
の
方
、
八
幡
宮
・
住
吉
社
・

厳
島
社
・
金
毘
羅
権
現
。

本
地
堂　

本
尊
薬
師
如
来
を
安
ず
。
聖
徳
太
子
御
作
。

大
師
堂　

石
像
。
弘
法
大
師
自
作
の
影
な
り
と
ぞ
。

聖
天
祠　

境
内
南
向
に
あ
り
。

南
坊　
　

社
頭
の
北
に
あ
り
。
社
僧
貫
主
と
す
。
真
言
宗
。
志
宜
山
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法
案
寺
と
号
す
。

こ
の
よ
う
な
利
用
態
度
は
、『
蘆
の
若
葉
』
の
各
所
に
散
見
さ
れ
る
が
、
四

天
王
寺
や
住
吉
社
を
は
じ
め
と
す
る
寺
社
の
縁
起
・
由
来
な
ど
の
記
述
に
、

と
り
わ
け
多
く
見
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
蘆
の
若
葉
』
の
記
事
に
は
、
前
章
で
述
べ
た
名
所
案
内
記

類
以
外
に
も
、
書
名
を
明
記
し
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
四

月
五
日
の
江
口
で
は
「
撰
集
抄
」、
四
月
八
日
の
四
天
王
寺
で
は
「
つ
れ

〴
〵
草
」、
七
月
七
日
の
猪
甘
津
橋
で
は
「
仁
徳
記
」、
九
月
十
三
日
の
住

吉
社
で
は
「
拾
介
抄
」
の
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
挙
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
を
鵜
呑
み
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
結
論
か
ら
先
に
述
べ
れ

ば
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
摂
津
名
所
図
会
』
の
引
用
文
献
な
の
で
あ
る
。

内
海
論
文
で
は
「
四
天
王
寺
法
筵
略
記
」「
住
吉
詣
の
記
」
の
み
の
指
摘
に

止
ま
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
れ
に
上
記
の
四
例
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
例
え
ば
、
四
天
王
寺
の
鐘
楼
に
つ
い
て
の
記
事
で
は
、「
つ
れ

〴
〵
草
に
、
寒
暑
に
随
ひ
て
、
あ
が
り
さ
が
り
有
べ
き
ゆ
へ
に
、
二
月
涅

槃
会
よ
り
聖
霊
会
ま
で
の
中
間
を
指
南
と
す
。
秘
蔵
の
事
な
り
と
み
へ
し
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
摂
津
名
所
図
会
』
巻
二
「
荒
陵
山
四
天
王
寺
敬
田

院
」
の
「
鐘
楼
」
項
に
見
ら
れ
る
「
つ
れ
〳
〵
草
云
」
で
始
ま
る
文
章
の

一
部
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
住
吉
社
の
相
撲
会
に
つ
い
て
の

記
事
で
は
、「
拾
介
抄
に
、
九
月
十
三
日
相
撲
会
と
あ
り
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
も
『
摂
津
名
所
図
会
』
か
ら
の
引
用
で
、
巻
一
「
九
月
十
三
日
相
撲
会
」

に
見
ら
れ
る
「
拾
介
抄
に
曰
く
、
九
月
十
三
日
相
撲
会
云
云
」
を
ほ
ぼ
丸

取
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

南
畝
の『
摂
津
名
所
図
会
』利
用
は
、本
文
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、挿
絵
に
も

及
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
四
月
八
日
に
孔
雀
茶
屋
を
訪
れ
た
際
の
記
述
に
、

錦
雞
・
白
鷴
・
灰マ

ナ
ツ
ル鶴

・
孔
雀
二
雄
三
雌
な
ど
あ
り
。
大
き
に
ひ
ろ
き
籠
に

い
れ
た
り
。
高
麗
雉
か
へ
る
。
籠
の
う
ち
に
黄
楊
の
木
な
ど
う
へ
て

か
く
れ
所
と
す
。
籠
の
前
な
る
欄
の
中
に
羊
を
か
ひ
置
り
。
奥
の
か

た
に
池
あ
り
。
杜
若
・
菖
蒲
・
萍カ

ハ
ホ
ネ蓬

処
え
が
ほ
な
り
。
葦
簀
張
の
茶

屋
、
た
て
つ
ゞ
け
て
人
々
い
こ
ふ
。
江
戸
の
花
鳥
茶
屋
に
似
た
り
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
は『
摂
津
名
所
図
会
』巻
二
の
挿
絵「
孔
雀
茶
店
」【
図
3
】

の
様
子
を
、
実
体
験
に
基
づ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
傍
線
を
引
い
た

箇
所
と
挿
絵
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
内
部
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
と
思
う
。

ま
た
、
孔
雀
茶
屋
の
場
合
、
挿
絵
は
描
か
れ
て
い
て
も
、
本
文
に
内
容
の

説
明
が
な
い
の
で
、
南
畝
の
記
述
は
、
孔
雀
茶
屋
の
実
際
を
伝
え
る
も
の

と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
同
様
の
例
は
、
三
月
二
十
六
日
の
松
屋
、
四
月
二

十
一
日
の
真
田
山
な
ど
の
記
事
に
見
え
る
。

　

ま
た
南
畝
は
、
挿
絵
に
付
さ
れ
た
言
葉
に
つ
い
て
も
、
目
配
せ
を
怠
っ

て
い
な
い
。
例
え
ば
、
三
月
二
十
五
日
に
浦
江
村
を
訪
れ
た
際
に
「
名
所

図
会
に
、
浦
江
村
、
杜
若
の
名
所
と
あ
り
」
と
記
す
が
、
こ
れ
は
『
摂
津
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名
所
図
会
』
の
本
文
で
は
な
く
、
巻
三
の
挿
絵
「
野
田
」【
図
4
】
の
左
端

に
、「 

浦
江  

杜
若
名
所
」
と
小
さ
く
書
か
れ
た
部
分
を
指
し
て
い
る
。
ま

た
、
四
月
十
四
日
に
訪
れ
た
難
波
牛
頭
天
皇
社
の
綱
引
神
事
に
つ
い
て
、

「
毎
年
正
月
十
四
日
、
綱
引
と
て
左
右
に
わ
か
れ
て
大
綱
を
引
あ
い
、
引
か

ち
た
る
か
た
幸
あ
り
と
い
ふ
」
も
、
巻
三
の
挿
絵
「
難
波
村
牛
頭
天
王
綱

引
」【
図
5
】
の
上
部
に
記
さ
れ
た
「
毎
歳
正
月
十
四
日
、
産
子
の
人
々
左

右
に
分
別
し
て
、
大
綱
を
争
ひ
引
て
、
其
勝
方
、
其
年
福
を
得
る
と
い
ふ
」

を
引
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
六
月
二
十
四
日
に
は
、
天
満
宮
の
夏
祭
り

に
使
用
さ
れ
る
だ
ん
じ
り
を
見
て
、「
だ
ん
じ
り
は
も
と
河
内
の
誉
田
祭
よ

り
始
り
、
尾
州
の
津
嶋
祭
熱
田
祭
に
も
あ
り
と
、
名
所
図
会
に
は
し
る
せ

り
」
と
記
す
が
、
こ
れ
も
巻
四
の
挿
絵
「
夏
祭
車
楽
囃
子
」【
図
6
】
の
左

上
に
記
さ
れ
た
「
車
楽
は
旧も
と

河
内
国
誉
田
祭
よ
り
は
じ
ま
り
て
、
今
は
尾

州
の
津
嶋
祭
に
も
あ
り
て
、
船
に
て
め
ぐ
り
囃
し
立
る
也
。
又
、
熱
田
祭

に
も
あ
り
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
文
・
挿
絵
を
通
し
て
、
南
畝
は『
摂
津
名
所
図
会
』
を
縦

横
無
尽
に
利
用
し
て
お
り
、
他
の
名
所
案
内
記
類
と
は
一
線
を
画
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
同
書
の
現
地
取
材
に
基
づ
く
緻
密
な
考
証
に
、
彼
自
身
、
格

別
の
信
頼
を
置
い
て
い
た
か
ら
で
、「
名
所
図
会
に
く
は
し
」
と
い
っ
た
記
述

か
ら
も
窺
え
る
。
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
次
章
で
は
、
あ
ら
た
め
て
「
名

所
図
会
」
と
い
う
書
物
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

【図 3】『摂津名所図会』巻二「孔雀茶屋」
 （関西大学図書館蔵）
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【図 5】『摂津名所図会』巻三「難波村牛頭天王綱引」
 （関西大学図書館蔵）

【図 4】『摂津名所図会』巻三「野田」
 （関西大学図書館蔵）
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四
、「
名
所
図
会
」
の
役
割

　

元
来
、
名
所
に
つ
い
て
記
し
た
書
物
と
し
て
は
、『
京
童
』（
中
川
喜
雲

著
、
明
暦
四
年
﹇
一
六
五
八
﹈
刊
）
や
『
東
海
道
名
所
記
』（
浅
井
了
意
著
、

万
治
年
間
﹇
一
六
五
六
〜
六
一
﹈
刊
）
な
ど
の
「
名
所
記
」
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
は
紀
行
文
学
の
要
素
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た）
18
（

。
そ
の
後
、

『
京
羽
二
重
』（
水
雲
堂
孤
松
子
著
、
貞
享
二
年
﹇
一
六
八
五
﹈
刊
）
や
『
江

戸
砂
子
』（
菊
岡
沾
凉
著
、
享
保
十
七
年
﹇
一
七
三
二
﹈
刊
）
と
い
っ
た
実

用
的
な
案
内
書
が
続
々
と
生
み
出
さ
れ
、
や
が
て
、
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
て

い
た
諸
要
素
に
、
美
麗
な
挿
絵
を
加
え
た
「
名
所
図
会
」
へ
と
発
展
す
る
。

つ
ま
り
、「
名
所
図
会
」
は
旧
来
の
名
所
案
内
記
類
の
集
大
成
に
位
置
付
け

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
名
所
に
関
す
る
情
報
を
網
羅
的
に

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
四
月
二
十
六
日
に
住
吉
社
を
訪
れ
た
南

畝
は
、
境
内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
『
摂
津
名
所
図
会
』
巻
一
か
ら

確
認
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
行
動
範
囲
は
天
下
茶
屋
と
住
吉
に
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、
巻
一
の
み
を
携
帯
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、「
名
所
図
会
」
だ
け
が
持
ち
得
る
独
自
性
も
見
逃
せ
な
い
。
そ

れ
は
、
多
く
挿
絵
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
る
、
祭
礼
・
民
俗
行
事
・
庶
民
生

活
・
古
伝
承
と
い
っ
た
情
報
で
あ
る
。
三
月
二
十
六
日
に
訪
れ
た
松
屋
と

い
う
茶
店
や
、
四
月
五
日
に
訪
れ
た
大
長
寺
境
内
に
あ
る
鯉
塚
な
ど
、
現

【図 6】『摂津名所図会』巻四「夏祭車楽囃子」
 （関西大学図書館蔵）
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地
に
足
を
運
ば
な
い
限
り
知
り
得
な
い
情
報
が
、『
摂
津
名
所
図
会
』
に
は

数
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
南
畝
自
身
、
こ
う
し
た
情
報
が
な
け
れ
ば
、

訪
ね
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、「
名
所
図
会
」
は
旧
来
の
名
所
案
内
記
に

見
ら
れ
た
情
報
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
土
地
土
地
に
お
け
る
最
新
の
情
報

を
も
網
羅
し
た
、
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
言
え
る
。
と
は
い
え
、
か

な
り
大
ぶ
り
な
書
物
で
あ
る
た
め
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
実
際
に
携

行
す
る
の
で
は
な
く
、
机
上
で
楽
し
む
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
旅
行
者
は
、
ま
ず
事
前
に
「
名
所
図
会
」
の
記
述
や
挿
絵
に
よ
っ

て
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
名
所
を
《
疑
似
体
験
》
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
南
畝
の
よ
う
な
考
証
と
ま
で
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
日
記
（
旅

行
記
）
な
ど
を
書
く
際
の
参
考
書
と
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
名

所
の
《
追
体
験
》
も
同
時
に
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、「
名
所
図
会
」
を
ふ
く
む
名
所
案
内
記
類
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
場

合
に
は
、
実
際
の
旅
を
想
定
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
大
田
南
畝
の
在
坂
日
記
『
蘆
の
若
葉
』
の
記
述
を
も
と
に
、『
摂

津
名
所
図
会
』
を
は
じ
め
と
す
る
名
所
案
内
記
類
の
利
用
に
つ
い
て
考
察

し
て
き
た
。『
蘆
の
若
葉
』
に
は
、「
名
所
図
会
」「
摂
陽
群
談
」「
難
波
鑑
」

な
ど
の
表
記
が
見
ら
れ
る
た
め
、
従
来
、
そ
れ
ら
の
利
用
に
つ
い
て
言
及

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
詳
細
に
分
析
し
た
結
果
、

書
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
何
ら
か
の
形
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
新
た
に
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
単
純
な
利
用
に
止
ま
ら
ず
、
名
所
の

由
来
に
つ
い
て
、
諸
書
を
比
較
し
て
考
証
す
る
姿
勢
も
窺
え
る
。
そ
れ
は
、

文
字
情
報
の
み
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
絵
画
資
料
を
も
視
野
に
入
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
名
所
考
証
に
際
し
て
、
南
畝
が
最
も
信
頼
を
寄
せ
た
の
が
、

他
な
ら
ぬ
『
摂
津
名
所
図
会
』
で
あ
っ
た
。
旧
来
の
名
所
案
内
記
類
の
記

事
を
集
大
成
し
、
か
つ
美
麗
な
挿
絵
を
備
え
、
そ
の
う
え
現
地
取
材
に
基

づ
く
土
地
土
地
の
最
新
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
た
本
書
は
、
ま
こ
と
に
至
便

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
南
畝
の
記
述
を
ふ
ま
え
て
「
名

所
図
会
」
の
役
割
を
考
え
た
と
き
、
事
前
に
《
疑
似
体
験
》
し
、
実
際
の

体
験
を
経
て
、
あ
ら
た
め
て
《
追
体
験
》
す
る
と
い
う
、
一
連
の
流
れ
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
な
事
例

に
、
普
遍
性
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
作
品
（
紀

行
文
な
ど
）
を
検
討
し
た
う
え
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。
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〔
注
〕

（
1
）　

横
山
邦
治
『
読
本
の
研
究
―
江
戸
と
上
方
と
―
』（
風
間
書
房
、
一

九
七
四
年
四
月
）。

（
2
）　

以
下
、
南
畝
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人
の
研
究
』

（
畝
傍
書
房
、
一
九
四
四
年
六
月
）、
浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
八
六
年
八
月
﹇
新
装
版
﹈）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
3
）　

拙
稿
「
馬
琴
と
大
坂
―『
月
氷
奇
縁
』
成
立
に
関
す
る
一
考
察
―
」

（『
国
文
学
』〈
関
西
大
学
〉
94
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）
で
南
畝
の
交
遊
関

係
に
つ
い
て
略
述
し
た
が
、
飯
倉
論
文
に
言
及
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
記

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

（
4
）　

享
和
元
年
六
月
七
日
付
山
内
穆
亭
宛
書
簡
に
は
「
毎
朝
辰
牌
よ
り

未
牌
ま
で
は
役
所
に
罷
在
候
」（『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
九
巻
﹇
岩
波

書
店
、
一
九
八
九
年
三
月
﹈）
と
あ
る
の
で
、
毎
日
午
前
八
時
か
ら
午
後

二
時
ま
で
、
銅
座
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
5
）　

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
馬
琴
の
上
方
旅
行
に
際
し
て
、
南
畝

は
彼
ら
へ
の
紹
介
状
（
同
年
五
月
六
日
付
、『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻

﹇
八
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
﹈
所
収
）
を
認
め
て
い
る
。

（
6
）　

享
和
元
年
八
月
五
日
付
大
田
定
吉
宛
書
簡
（
注
4
前
掲
書
）。

（
7
）　

銅
座
で
の
公
務
の
様
子
に
つ
い
て
は
、『
銅
座
御
用
留
』（『
大
田
南

畝
全
集
』
第
十
七
巻
﹇
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
四
月
﹈
所
収
）
に
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　

日
付
・
探
訪
地
の
順
に
列
記
し
た
。
探
訪
地
の
表
記
は
、
で
き
る

か
ぎ
り
原
文
を
尊
重
し
た
が
、
一
部
あ
ら
た
め
た
箇
所
が
あ
る
。
な
お
、

注
記
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
場
合
は
、（　

）
内
に
そ
れ
を
記
し
た
。

（
9
）　

前
掲『
大
田
南
畝
全
集
』第
八
巻「
解
説
」、飯
倉
・
内
海
論
文
な
ど
。

（
10
）　
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
八
巻
。
以
下
同
。

（
11
）　

関
西
大
学
図
書
館
蔵
本
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
、
通
行
字
体

に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
以
下
、
原
本
か
ら
の
引
用
は
、
す

べ
て
こ
の
方
法
に
よ
る
。

（
12
）　

多
治
比
郁
夫
・
日
野
龍
夫
「
解
題
」（『
校
本
難
波
丸
綱
目
』
中
尾

松
泉
堂
書
店
、
一
九
七
七
年
十
一
月
）。
本
文
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

（
13
）　

と
く
に
「
土
砂
を
あ
つ
め
て
山
と
な
し
、
川
口
を
た
す
く
」
と
い

う
記
述
は
、「
瑞
見
山
」
項
の
「
瑞
賢
此
川
條
を
掘
り
し
時
、
土
砂
を

こ
ゝ
に
上
げ
し
め
、
川
口
を
助
く
」
か
ら
の
引
用
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
下
、『
摂
津
名
所
図
会
』
の
引
用
は
、
す
べ
て
関
西
大
学
図
書
館
蔵
本

に
よ
る
。

（
14
）　

滝
本
誠
一
編『
日
本
経
済
大
典
』第
四
巻（
啓
明
社
、一
九
二
八
年
）。

（
15
）　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
南
畝
文
庫
蔵
書
目
』（
書
誌
研
究
会
編
『
蜀

山
人
蔵
書
目
録
』
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
四
年
三
月
）
に
、「
み
を
つ
く

し　

一
巻　

天
明
三
年　

外
副
本
一
巻
」
と
あ
る
の
で
、
南
畝
が
利
用
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し
た
『
み
を
つ
く
し
』
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
版
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
以
下
、『
み
を
つ
く
し
』
の
引
用
は
、
関
西
大
学
図
書
館
蔵
本

（
天
明
三
年
版
）
に
よ
る
。

（
16
）　

関
西
大
学
図
書
館
（
鬼
洞
文
庫
）
蔵
本
。
曲
亭
馬
琴
『
羇
旅
漫
録
』

巻
之
下
「
住
吉 

附
難
波
屋
の
松
小
町
茶
屋
」（
享
和
二
年
成
）
に
も
、「
松
の

か
た
ち
を
紙
に
す
り
て
う
る
な
り
」（『
日
本
随
筆
大
成
』〈
第
一
期
〉
1
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
三
月
）
と
あ
る
。

（
17
）　

関
西
大
学
図
書
館
（
鬼
洞
文
庫
）
蔵
本
。

（
18
）　

神
谷
浩
「
名
所
図
会
」（
国
際
浮
世
絵
学
会
編
『
浮
世
絵
大
事
典
』

（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）。

（
な
か
お　

か
ず
の
り
／
奈
良
大
学
講
師
）


